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Nemalionopsisωrtuosa Yoneda et Yagiの季節的消長
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The seasonal cbanges in size and density of Nemalionopsis torfuosa (Tholeales) wel巴examlll巴dfrom May 2008 to F巴bruary2009 at 

Kamabuta river， in northern Shimabara Peninsula， Nagasaki Prefectur芭， Japan. This species is listed as an endang巴redspecies (CR-EN) in 

the Red List by Japanese Ministry of Environment， and around ten habitats are recognized from western Japan. ln this study， population 

and thallus length of this speci巴sfrom the study site increased in May and June， with the maximum 32 individllals and 16 cm in length 

Meanwhile， they decreased from June and disapp巴白'edin AUgllSt. How巴ver，prostrated disc-shaped thallllS was investigated during August 

and October. Water temperatllre during the study period ranged from 15.3 to 30.4 oc. We sllggest that these species can be fOllnd throughollt 

the year 
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オキチモズク NemalionopsistortuosαYoneda et Yagiは，

チスジノ リ目チスジノリ不|に属する日本固有の希少淡水紅

藻である。体は糸状で基部から 2"'3巨|分枝する。太さは

主軸で 0.5'"0.8 mm，長さ 40cmに達する。体色は暗紅褐

色。体は細胞糸が縦に主Eり密に錯綜する随層と随の細胞糸か

ら発出する多数の同化糸(直径は基部で幅 4"'6μm)から

なる皮層によって構成される。藻体の構造はウミゾウメン属

に似ているが，又状分校を行わぬこと，生殖は単胞子のみが

知られている点で奥なる(虞瀬・ 山岸 1977)とされていた。

しかしながら生殖については，有性生殖器官を Yoshizaki

(2004)が初めて報告 している。愛媛県川内町(現東温市)

の「お吉泉」で最初に発見されたため，オキチモズクという

和名をもっ(八木 ・米田 1940)。世界的に見て，オキチモズ

ク属はフィ リピンを産地とする Nemalionopsisshawiiと，

日本を産地とする本種オキチモズクの 2種しか確認されてい

ない(熊野 2000)。フィ リピンから日本南部(四匡し 九州1，

沖縄地方)に局所的に分布することから，生物地理学上的な

観点からでも貴重な種である。

オキチモズクは環境に非常に敏感な種であり，生育場所は

清澄な河川上流や湧水からの小さな流れのあるところであ

る。また，河岸の樹木などで日光が弱められる半日陰に生育

し，その中でも，大小の岩石の表面や護岸の側面などに着生

する性質を持つ。このように条件が揃わないと繁茂すること

はできない。夏の聞はその姿を確認することは難しいが秋か

ら冬に掛けて直立幼体が確認され，春に掛けて成長し，春先

から初夏に掛けて最も繁茂する。

原産地の愛媛県「お吉泉」以外に，九州|では福岡県，長崎

県，熊本県，鹿児島県，沖縄県の 10数箇所で生育が確認さ

れている。オキチモズクという名前の由来となった愛媛県温

泉郡川内町お吉泉では 1980年代に絶滅したと思われていた

が， 2000年代に入り復活が確認された。これは熊本県の藻

体の移植の結果の可能性が高いと思われる(右田私信)。長

崎県でのオキチモズクは，雲仙市国見町土黒川で発見され，

国の天然記念物の指定地となったが，すでに絶滅が確認され

ている。また，2003年ごろまで生育していた雲仙市瑞穂町

西郷川支流大川， 雲仙市国見町神代川本流，島原市有明町湯

江川支流山の田)11 (渡辺 ・碓井 2000)でも著者らの調査で

ここ 5年ほど確認できておらず，絶滅したと思われる(飯間

2006)。島原半島における生育確認地は， 2008年現在には

雲仙市国見町神代川支流の釜蓋川のみである。

近年の発展における河川改修，生活排水など、の汚水の流入，

外来性水草の繁茂，河川の水量の減少というような，オキチ

モズクの周辺環境が大きく変化しており ，絶滅の危機に|爆さ

れているのでは と懸念される。

その希少年1:と絶滅危慎について， これまでし 3くつかの報告

があり(外山 1957，康瀬 ・111岸 1977，右田 ・高崎 1991，

右田 1986，1993，右田 ・木村 1995，右田 1998，右田ら

1999，渡辺 ・碓井 2000，熊野 2000，熊野ら 2002，木村
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2003，飯間 2006，吉田 2007，須田ら 2008)，本種は環境

省レッドデータブックに絶滅危倶 I類として記載され(吉田

2000)，緊急に保全活動が必要とされている。

しかしながら，その群落の季節的消長を定点観測した報告

は，吉田 (2007)を除いてこれまでない。本研究では，長崎

県雲仙市国見町の生育地でのオキチモズク個体群の年変化の

観察を行ったので，その結果を報告する。

材料と方法

調査は，長崎県雲仙市国見町神代川支流釜蓋川 (Fig.1) 

に流入する用水路 (Fig.2)の上流 (Fig.3)及び下流 (Fig.4)

のそれぞ、れ約 1mxl mの範囲を調査地として， 2008年5月

から 2009年 1月まで9ヶ月間にわたり毎月 2回程度行った。

調査地において，目視観察を行い同一個体群のオキチモズク

天然藻体の個体数を確認した。その後，大型の個体を l個体

のみ採取し，研究室に持ち帰り，藻体長の測定を行った。ま

た，生育地の水温測定もデジタル水温計 (TANITATT-508) 

を使用し，併せて行った。
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Fig. 1. Map showing the study site (closed circle) at 

Shimabara Peninsula， Nagasaki Prefecture， Japan 

結果と考察

釜蓋川上流 (SiteA)の生育状況調査

調査地は，川の水を田に引き入れるためのコンクリートで

作られた用水路のー箇所(約 1mxl m)であり，春から秋

にかけて草が生い茂り，底面部に日陰が形成されていた。オ

キチモズクは 1日を通して，あまり日の当らない壁面及び底

Figs 2-4. Two study sites in this study. 2. Kamabuta river. 

a branch of KOlljiro river. 3. Upper stream at巴a(Site A) of 

Kamabuta river. 4. Lower stream area (Site B) of Kamabllta 

nvet 
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Upper stream (Site A) 

Lower stream (Site B) 
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Fig. 6. S巴asonalchanges in the number of individuals 

for Nemalionopsis tortuosa at Kamabl1ta river， Nagasaki 

Prefecture， Japan， con自rmedduring May 2008 to Janl1ary 

2009. 

Month 

Fig. 5. Seasonal changes of the water temperature at the 

stlldy site， Kamabllta river， Nagasaki Prefecture， Japan， 
from May 1，2008 through January 25，2009. 
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Fig. 7. Seasonal changes in the I巴ngthof er巴ctfronds 

for Nemalionopsis tortuosa at Kamabuta river， Nagasaki 

Prefecture， Japan， collected during May 2008 to January 

2009 

釜蓋川下流 (SiteB)の生育状況調査

調査地は，西日が当たる用水路の壁面であった(約 1mx 

1 m)o Site Aの上流側と異なり ，水流は一定ではなかった。

そのため，オキチモズクの藻体は上流より流れに，たなびい

ているようであった。

調査期間における個体数の変化を Fig.6に，藻長を Fig.7

に示す。5月は個体数が 3，4個体と少なかったものの，藻

体長が9.8cm (5月 1日)及び 7.8cm (5月21日)と色も

濃く多数枝分かれしている個体が見られた。6月から 12月

にかけては， 草刈 りで刈られた草木が堆積したことからか，

オキチモズクを確認することができなかった。その後， 1月

面部に生息していた。なお，人通りは少なく ，

年を通し，確認することはほとんど、なかった。

ぼ一定であった。

調査期間中における水温は，上流と下流でほぼ相違なく ，

最低 15.30C (1月 25日)から最高 30.4oC (7月 10日)と

大きく変化した (Fig.5)。

調査期間における個体数の変化を Fig.6に， 藻体長を Fig

7に示す。5月から 6月にかけて，藻体の色は明るい褐色で

あり ，5月21日には観察できた個体数は 32個体と ピークと

なった。藻体長も標準的なもので約 13cmであった (Fig.8)。

その後， 6月に入ると個体数は減少していき，色も少し薄く

なったものや，長さが短いものも確認されるようになったが，

底面にひ、っしりと生育していた。藻体長は約 16cmとピー

クになった。また，カワニナやサワガニ，ミミズなどの姿を

よく目にするようになった。7月に入ると，藻体長の減少が

みられ，個体数も減少していった (Fig.6)。

8月には，底面に生育していたオキチモズク直立体は皆無

で，旬旬部分のみとなり，藻長は著しく減少した。これは，

日陰が底面を覆うことができなかったことと，オキチモズク

を捕食するカワニナなどの動物が原因である可能性がある。

9月から 10月になると壁面部に生育 していたオキチモズ

クを確認することも難しく，かろうじてわずかに確認できた

(Figs 7， 9)0 11月には，壁面部にオキチモズクが明白に確

認され，個体数の増加が見られた。藻体長は 12月 19日の調

査において 1.0cmを超え，その後，藻体長は増加した。また，

個体数は 11月 11日の 7個体から増加し続け， 1月25日に

は33個体となり，期間を通して最大となった。

ゴミなどはー

また水流はほ

D N 。S A J J 
O 

M 
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Figs 8-9. Nemaliol1opsis tortuosa con自rmedin this stlldy 

at Kamabuta river， Nagasaki Prefectllre， Japan. 8. Plant 

growing on May 21， 2008.9. Plant growing on Sept巴mber

10，2008 

には 4個体確認することができたが，上流と同様，藻体長は

小さく， 1.0 cm前後であった。

本調査から，務体長のピークは、個体数が減少しだす 7月

にあり、その後 8月までに一気に短くなり個体数も減少する

ことが明らかとなった。また、オキチモズクは夏季消失する

個体群もあるものの，微小な伺旬盤状体の藻体として残り越

夏するものもあるこ とが判明した。このことは，オキチモズ

クは単胞子を出し続けながら伺旬盤状体が入れ替わっている

可能性がある。吉田 (2007)は，福岡県朝倉市甘木でのオ

キチモズク個体群の季節的消長を報告しているが，甘木では，

雲仙市国見町藻体に比べはるかに大型な藻体が，通年繁茂し

ているようである (2005年 9月は消失)。これまで，オキチ

モズクは夏季消失するとされていたが，吉田 (2007)および

本調査により ，その認識はあらためなければならない。

またオキチモズク藻体は，常に単胞子を出し続けており ，

近年確認された有性生殖が行われる時期が，消失寸a前か越夏

期なのかなど， 今後検討されなければならないと思われる。
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